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今日の内容

• 技術者の専門性の急速な変化

• 技術士制度の課題と改革

• 女性技術者の活躍促進
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技術者の専門性の急速な変化
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このためのプログラムを日本政府は、
“Society 5.0” とした。

Internet、ＡＩ、ＩｏＴ、Big Dataは産業革新にとどま

らず、国のあり方も含めて社会構造を大きく変え
ていく。

「超スマート社会」の実現



蓄積情報量の
爆発的増大

個別保存・記録所有の
必要性の減少・喪失

例： 「Siri」
誰でもスパコンを無料
で使っている

誰もが常に情報を発信し、
どこかで繋がっている。

・ ハード面での収益は限定的
・ データ所有はむしろコストに

利用サービスの
無料化・定額化

＠内閣府
イノベーション２５

ユビキタスネットワーク社会
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モノがインターネットにつながる IoT IoE

H2H（Human to Human）から

H2M（Human to Machine）

M2M（Machine to Machine）へ

Copyright© iエネ コンソーシアム.All Rights Reserved

（出典）日本経済新聞

（出典）日経テクノロジー

（出典）三菱重工技報

約2000点のデータ

発電所の遠隔監視

HEMS ウエアラブル端末

農作物の生育管理
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データ所有・システム所有自体は「コスト」
それに見合うだけの

価値を生み出せないのであれば、
データもシステムも所有の意味が無い。

構造化データ
非構造化データ

ビッグデータからの「価値創造」

○ 可視化、そしてM2Mの世界へ
ex.  暗黙知→形式知、第４の産業革命？

○ 意外な相関・新たな気づき
ex. 第４の科学、新ビジネスの種

○ 特に、人の行動・思考パターン
ex. 行動経済、危険予知、

人工知能
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大量データとその処理技術・ネットワーク化によって、

人工知能（ＡＩ）の進展自体が加速

想像性（Imagination） ・ 創造性（Creativity） の領域へ

医療分野では、
可能な薬物療法や新たな治療方法の提案へ

「Chef Watson with Bon Appetit」（シェフ・ワトソン）
「味の組み合わせは無限にある。人間はただ、いままでは思いつかなかったと
いう理由で探究していないだけなのだ。」

ボトルネックは
人間のほう？

“Deep Learning”の発達
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「意思決定」の領域へ？ きっかけは大きな自然災害

米国の意思決定支援システム（被害予測と非常時対策）は、
被害軽減のために、重要な社会基盤防護・相互依存性解析を推進した。

（ＣＩＰ／ＤＳＳ：Critical Infrastructure Protection Decision Support System）

実時間予測・意思決定支援システム → テロ対策にも発展

ヒトの判断を待つと、決定が遅くな
り、非常時には間に合わない・・・

FinTech2.0の展開 ⇒効率化、民主化、個別化などの様々の要素をはらんで多様

な活動が発展

☆個人資産管理（PFM)
☆Cloud Funding（投資型、寄付型）、Social Lending
☆AIによる株の高速取引 ← 規制の動き
☆仮想通貨 ← 規制の動き
☆・・・・・・・・・
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みずほ銀
行・三井住
友銀行
コールセン
ター

Watson導入を発表

仕事が奪われる？危機か？チャンスか？

今は存在しない職業への準備
Cathy Davidson 2011.8

人工知能やロボット等による代替可能性が高い労働
人口の割合（日本、英国、米国の比較）

出典：野村総合研究所・オックスフォード大

人工知能やロボット等による代替可能性が
高い100種の職業

（50音順、並びは代替可能性確率とは無関係） IC生産オペレーター、一般事務

員、鋳物工、医療事務員、受付係、ＡＶ・通信機器組立・修理工、駅務員、ＮＣ研削盤工、Ｎ
Ｃ旋盤工、会計監査係員、加工紙製造工、貸付係事務員、学校事務員、カメラ組立工、機
械木工、寄宿舎・寮・マンション管理人、CADオペレーター、給食調理人、教育・研修事務

員、行政事務員（国）、行政事務員（県市町村）、銀行窓口係、金属加工・金属製品検査工、
金属研磨工、金属材料製造検査工、金属熱処理工、金属プレス工、クリーニング取次店
員、計器組立工、警備員、経理事務員、検収・検品係員、検針員、建設作業員、ゴム製品
成形工（タイヤ成形を除く）、こん包工、サッシ工、産業廃棄物収集運搬作業員、紙器製造
工、自動車組立工、自動車塗装工、出荷・発送係員、じんかい収集作業員、人事係事務
員、新聞配達員、診療情報管理士、水産ねり製品製造工、スーパー店員、生産現場事務
員、製パン工、製粉工、製本作業員、清涼飲料ルートセールス員、石油精製オペレーター、
セメント生産オペレーター、繊維製品検査工、倉庫作業員、惣菜製造工、測量士、宝くじ販
売人、タクシー運転者、宅配便配達員、鍛造工、駐車場管理人、通関士、通信販売受付事
務員、積卸作業員、データ入力係、電気通信技術者、電算写植オペレーター、電子計算機
保守員（ＩＴ保守員）、電子部品製造工、電車運転士、道路パトロール隊員、日用品修理
ショップ店員、バイク便配達員、発電員、非破壊検査員、ビル施設管理技術者、ビル清掃
員、物品購買事務員、プラスチック製品成形工、プロセス製版オペレーター、ボイラーオペ
レーター、貿易事務員、包装作業員、保管・管理係員、保険事務員、ホテル客室係、マシニ
ングセンター・オペレーター、ミシン縫製工、めっき工、めん類製造工、郵便外務員、郵便事
務員、有料道路料金収受員、レジ係、列車清掃員、レンタカー営業所員、路線バス運転者

出典：野村総合研究所



メルセデスベンツ社
Self-driving (Driverless) Concept Car

20世紀の自動車（Automobile）
は、
自動では動いていなかった。

（どれも手動車だった？）

21世紀は、
自動で動く車を

自動車と呼ぶ時代？

「定義」も技術の発展とともに変化しうる？
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（注）建築・土木技術者、情報処理・通信技術者を除く分野の技術者を製造技術者とした。情報処理・通信技術者は2005
年までは「情報処理技術者」とされていた。電気・電子技術者は2010年以降「電気・電子・電気通信技術者（通信ネット
ワーク技術者を除く）」と称されている。機械技術者には輸送用機器技術者を含めた。2015年は1％抽出速報による。
（資料）国勢調査（職業小分類別集計）
出典：「社会実情データ図録」（本川裕氏によるインターネットサイト）
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CSO

人材数自体でそもそも大きく負けている
ITエンジニア数 （単位：万人）

開示先限定：なし 1 6 0 1 2 5   METI 産業構造審議会 (a t a k a )

資料：IPA（情報処理推進機構）「グローバル化を支えるIT人材確保・育成施策に関する調査」 2009年

平成２８年１月２５日経済産業省産業構造審議会新産業構造部会第５回会合におけるヤフー チーフストラテジーオフィ
サー 安宅和人氏提出資料から
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日本の問題と解決に向けて考えなければならないこと



開示先限定：なし

CSO

データ分析の教育を受けた大卒生の数も少ない

1 6 0 1 2 5   METI 産業構造審議会 (a t a k a )

データ分析教育をうけた大卒生数（千人） 人口100人あたりの人数（人）

資料：2008年データ、Japan Ministry of Education, Eurosta, Russia Statistics, India Sat, NASSCOM Strategic Review 2005, China
Statistical Yearbook, IMF World

Economic Outlook Database

平成２８年１月２５日経済産業省産業構造審議会新産業構造部会第５回会合におけるヤフー チーフストラテジーオフィ
サー 安宅和人氏提出資料から
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開示先限定：なし

CSO

1 6 0 1 2 5   METI 産業構造審議会 (a t a k a )

人材視点での課題：いずれの層でも深刻

新卒層

サイエンス
層 専門家層

エンジニアリング層

ミドル層
マネジメント層

• 高等教育を受けたはずの人が基本的なサバイバル
スキルを身につけていない
 基本的な問題解決能力
 数字のハンドリング、分析力
 情報処理、プログラミング力

• そもそもいない
• どこにいるのか分からない
• いても実社会での利用に関心のある人が少ない

• いわゆるプログラマー、SIer的なエンジニアが中心
• 研究と開発のギャップを乗り越えられる人材が少 ない

• そもそものチャンスと危機、現代の挑戦の幅と深 さを
理解していない

• ビジネス課題とサイエンス、エンジニアリングをつ なぐ
アーキテクト的なヒトがいない

• 生き延びるためにはスキルをrenewしなければいけな
いが、身につける方法がわからない上、学ぶ場がない

平成２８年１月２５日経済産業省産業構造審議会新産業構造部会第５回会合におけるヤフー チーフストラテジーオフィ
サー 安宅和人氏提出資料から

14



CSO

3つのスキルセットが必要になる

開示先限定：なし 1 6 0 1 2 5   METI 産業構造審議会 (a t a k a )

ビ ジ ネス ⼒
(business
problem 
solving)

データ サイ
エンス
(data

science)

データ エンジ
ニアリング

(data 
engineering)

課題背景を理解した上
で、ビジネス課題を整
理し、解決する⼒

情報処理、人工知能、
統計学などの情報科学
系の知恵を理解し、使う
力 データサイエンスを

意味のある形に使え
るようにし、実装、
運用できるようにする⼒資料: 安宅和人「データ時代に向けたビジネス課題とアカデミアに向けた期待」応用統計学セミ

ナー2015.5.23 (http://www.applstat.gr.jp/seminar/ataka.pdf)

平成２８年１月２５日経済産業省産業構造審議会新産業構造部会第５回会合におけるヤフー チーフストラテジーオフィ
サー 安宅和人氏提出資料から

15

http://www.applstat.gr.jp/seminar/ataka.pdf)


技術士制度の課題と改革
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技術者（エンジニア）のキャリア形成
⇔技術士資格の取得を通じた資質向上

⇒ 試験制度改革

技術士資格の国際的通用性の確保

他の国家資格との相互活用

科学技術・学術審議会技術士分科会での検討



技術者のキャリア形成過程における技術士資格の位置付け

【ステージ１】高等教育機関卒業後、技術者としてスタートする段階
：技術士第一次試験受験の場合、合格が望ましい

【ステージ２】技術士（ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ）となるための初期の能
力開発（ＩＰＤ）を行う段階

⇒実務経験蓄積、自己研さん

【ステージ３】技術士（ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ）となる段階
⇒技術士第二次試験受験、資格取得

【ステージ４】【ステージ５】技術士（ﾌﾟﾛﾌﾌｪｯｼｮﾅﾙｴﾝｼﾞﾆｱ）としての
資質能力を向上させる段階

⇒継続研さん（ＣＰＤ）や実務経験蓄積

技術士制度の見直し ～今後の技術士制度の在り方（案）から ～
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継続研さん（ＣＰＤ）

・技術が高度化・統合化し、急速に進化する中、資格取得後も継
続研さん（ＣＰＤ）を通じて知識及び技術の水準を向上せ、その
資質向上を図ることが重要。

・ＣＰＤは技術者全体の質的向上及び優秀な人材の育成・確保

につながるものであり、名称独占資格である技術士資格の信頼
性の確保及び国際的通用性の観点からも、全ての技術士がＣ
ＰＤに取り組むことが必要。

・上記の観点から、技術士資格において も一定の年数毎に更新

を行う制度を導入することを検討することが望ましい。なお、検
討の際には、更新の方法やその条件、実施体制の在り方等の
課題を考慮して行うことが必要。

技術士制度の見直し ～今後の技術士制度の在り方（案）から ～
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女性技術者の活躍促進
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研究者総数に占める女性研究者の割合

女性研究者数及び研究者総数に占める女性研究者の割合は年々増加傾向にある。
第3期科学技術基本計画開始年度:11.9%⇒第4期科学技術基本計画終了年:14.7%

資料：総務省統計局「科学技術研究調査報告」を基に文部科学省作成

現状１：研究者総数に占める女性研究者の割合の推移
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各国における女性研究者の割合

○我が国における女性研究者の割合は年々増加しているが、諸外国と比較してなお低
い水準。

各国における女性研究者割合の推移

韓国

日本

現状3：女性研究者割合と国際比較
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35%
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45%
英国
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ドイツ

フランス
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〈出典〉
総務省「科学技術研究調査報告」、
OECD“Main Science and Technology 
Indicators”、NSF “ Science and 
Engineering Indicators 2014 ”を基に文部
科学省作成 21



現状2：研究者における女性割合の推移（機関別）

資料：総務省「科学技術研究調査」に基づき文部科学省作成

○我が国の研究者における女性割合は漸増傾向にあるものの、企業等・非営利団体における
女性研究者の割合は大学等と比較して、依然として低い。
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※本調査における研究者とは、大学の過程を終了した者で、特定の研究テーマをもって研究を行っている者を言う。

※大学等の研究者には、大学院博士課程（後期）の学生や医局員等が含まれる。
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